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は 

じ 

め 

に

　

長
き
に
わ
た
っ
た
戦
乱
の
世
も
鎮
ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
泰
平
の
世
が
築
か

れ
、
政
治
・
経
済
が
発
展
し
、
文
化
も
ま
た
民
衆
の
支
持
を
得
て
多
く
の
分
野

で
進
歩
し
た
。

　

な
か
で
も
衣
・
食
・
学
な
ど
が
庶
民
の
願
望
に
よ
っ
て
盛
ん
に
な
り
、
ま
た

歌
舞
伎
や
相
撲
・
浄
瑠
璃
な
ど
の
娯
楽
が
喜
ば
れ
、
歌
舞
伎
と
組
み
、
あ
る
い

い
は
特
色
の
あ
る
曲
節
と
芸
風
を
も
っ
て
親
し
ま
れ
た
浄
瑠
璃
が
あ
っ
た
。

　

浄
瑠
璃
に
も
多
く
の
流
派
が
あ
り
、
そ
の
流
派
の
一
つ
に
新
内
浄
瑠
璃
（
新

内
節
）
が
あ
っ
た
。

　

新
内
節
は
歌
舞
伎
の
伴
奏
を
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
専
ら
市
井
や
遊
里
の
出

来
事
な
ど
を
題
材
に
し
た
。

　
「
嫁
し
て
三
年
、
子
な
き
は
去
る
」
と
ま
で
い
わ
れ
た
封
建
時
代
は
、
女
性

に
は
辛
い
時
代
で
あ
っ
た
。
様
々
な
事
情
で
苦
界
に
身
を
沈
め
た
遊
女
と
馴
染

み
客
が
、
浮
き
世
の
義
理
・
人
情
・
金
銭
の
は
ざ
間
で
添
い
遂
げ
ら
れ
ず
、
来

世
で
の
縁
を
誓
い
、
恋
に
殉
じ
た
男
女
の
哀
切
さ
を
、
艶
や
か
な
高
音
で
情
緒

ゆ
た
か
な
節
回
し
で
切
々
と
語
る
新
内
節
は
、
巷
間
で
も
て
は
や
さ
れ
た
。

　

新
内
節
は
語
り
手
の
太
夫
と
三
味
線
方
が
組
に
な
っ
て
、
賑
わ
う
盛
り
場
や

花
柳
の
巷
を
弾
き
語
り
で
流
し
、
あ
る
い
は
お
座
敷
に
招
か
れ
て
演
奏
し
た
。

　

江
戸
で
生
ま
れ
た
新
内
節
は
、
ほ
の
か
に
愁
い
を
お
び
た
曲
調
が
江
戸
町
民

の
共
感
を
さ
そ
い
、
愛
誦
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
特
色
の
あ
る
詞
章
と
曲
節
を
も
っ
て
、
広
く
世
間
の
評
判
を
高

め
た
の
が
、
創
始
者
の
初
代
鶴
賀
若
狭
掾
で
あ
る
。

　

本
稿
は
若
狭
掾
の
生
国
・
芸
名
・
本
姓
・
作
品
な
ど
を
主
と
し
て
ま
と
め
た
。
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一　

出
生
地

　

こ
れ
ま
で
初
代
鶴
賀
若
狭
掾
（
鶴
賀
庄
兵
衛
）
の
出
身
地
に
つ
い
て
越
前
敦

賀
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
異
説
も
あ
る
が
、
一
般
に
は
越
前
敦
賀
が
通
説

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
こ
の
他
に
は
何
も
具
体
的
な
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
が
、

次
の
記
述
に
よ
っ
て
、
鶴
賀
庄
兵
衛
の
生
家
若
狭
屋
お
よ
び
鶴
賀
家
の
来
歴
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
転
の
新
内
節

　

庄
兵
衛
は
享
保
二
年

（
一
七
一
七
）、
敦
賀
の
紙
屋

町
（
現
敦
賀
市
元
町
）
で
、

両
替
商
若
狭
屋
の
息
子
と

し
て
生
ま
れ
た
。

　

十
八
～
二
十
歳
ご
ろ
江

戸
に
出
て
、
三
十
俵
二
人

扶
持
の
御
家
人
株
を
買

い
、
高
井
庄
兵
衛
と
名
乗

る
。（
下
略
）

　

こ
の
よ
う
に
生
家
の
町

名
・
屋
号
・
職
業
な
ど
、

鶴
賀
若
狭
掾
生
家
の
詳
細

を
記
し
て
い
る（

１
）。

　

こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
文
献
資
料
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
し
か
し
、
こ
の
記
述
に
基
づ
い
て
文
献
を
披
見
し
た
と
こ
ろ
、
実
在
す
る

人
名
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
を
次
に
ま
と
め
た
。

　

紙
屋
町
は
、
古
く
か
ら
紙
漉
き
を
業
と
す
る
家
が
多
く
、
こ
こ
で
製
紙
さ
れ

た
紙
は
鳥
の
子
紙
と
称
さ
れ
、
良
質
な
紙
と
し
て
知
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
紙
漉
き
を
家
業
と
す
る
人
家
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
紙
屋

町
と
呼
ば
れ
、
氣
比
宮
の
近
く
に
あ
っ
て
戸
数
三
十
六
軒
、
敦
賀
三
十
六
町
の

中
で
は
戸
数
の
少
な
い
町
で
あ
る
。

　

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）、
大
神
宮
奉
加
帳
の
紙
屋
町
に
庄
兵
衛
・
つ
じ
父
娘

の
名
が
併
記
し
て
記
帳
さ
れ
て
い
る（

２
）。

　

新
内
節
二
代
目
家
元
鶴
賀
鶴
吉
（
こ
ん
）
の
父
で
あ
る
初
代
鶴
賀
若
狭
掾
は
、

前
年
の
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
三
月
、
七
十
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。

　

記
帳
さ
れ
て
い
る
つ
じ
は
若
狭
掾
の
嫡
女
こ
ん
（
鶴
賀
鶴
吉
）
と
、
婿
鶴
賀

「近世の敦賀町（部分）」（『敦賀の歴史』敦賀市1989年より）

「天明七年紙屋町庄兵衛・つし」
（氣比神宮蔵、敦賀市立博物館寄託）
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庄
兵
衛
（
幼
名
不
詳
）
夫
婦
に
生
ま
れ
た
女
児
で
、
つ
じ
の
没
年
を
逆
算
す
る

と
天
明
七
年
こ
の
頃
に
合
致
す
る
。

　

紙
屋
町
に
記
帳
さ
れ
て
い
る
庄
兵
衛
・
つ
じ
の
名
は
、
父
庄
兵
衛
が
娘
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
岳
父
鶴
賀
若
狭
掾
（
初
代
鶴
賀
庄
兵
衛
）
の
出
生
地
で

あ
る
紙
屋
町
を
通
し
て
、
氣
比
宮
へ
奉
加
し
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
両
替
商
若
狭
屋
五
兵
衛
は
紙
屋
町
か
ら
浜
嶋
寺
町
（
現
敦
賀
市
元

町
）
へ
転
居
し
て
い
る
が
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
か
ら
紙
屋
町
に
五
兵
衛

の
名
が
見
ら
れ
、浜
嶋
寺
町
若
狭
屋
五
兵
衛
と
の
関
わ
り
が
分
か
っ
て
い
な
い
。

あ
る
い
は
本
・
分
家
の
間
柄
か
、
ま
た
は
浜
嶋
寺
町
五
兵
衛
は
営
業
店
か
な
ど
、

両
家
の
繋
が
り
の
有
無
は
未
詳
で
あ
る
。

　

な
お
、
紙
屋
町
は
浜
（
港
）
や
問
屋
な
ど
か
ら
比
較
的
は
な
れ
、
両
替
商
を

営
む
に
は
些
か
不
便
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
鳥
居
辻
子
・
浜
嶋
寺
町
へ
移
転
し
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
紙
屋
町
か
ら
浜
嶋
寺
町
へ
の
移
転
は
、
い
つ
頃

か
は
定
か
で
は
な
い
。

　
　

天
保
三
年
正
月
吉
日

　
　
　
　

惣
代
御
用
留（

３
）

　
　

五
月
四
日

　
　
　

一
、
殿
様
御
通
行
ニ
付
疋
田
迄
御
用
ニ
付
参
り
候
者
共
、
左
之
通

浜
嶋
寺
町　
　
　

両
替
屋　
　
　
　

若
さ
や
五
兵
衛

酒　
　
　
　
　
　
　

酒
屋
仲
間
中

東
濱
町　
　
　
　

酢　
　
　
　
　
　
　

鱠
屋
喜
兵
衛

表
町　
　
　
　
　

豆
腐
屋　
　
　
　

笠
屋
権
左
衛
門

川
御
所
ノ
辻
子
町

「享保十七年鳥居辻子町
若狭屋五兵衛」

（氣比神宮蔵、敦賀市立博物館寄託）

「天明七年浜嶋寺町
　若狭屋五兵衛」

（氣比神宮蔵、敦賀市立博物館寄託）
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銭
屋
傳
四
郎

金
ヶ
辻
子
町　
　

茶
屋
五
右
衛
門

わ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
う
り　
　
　

御
影
堂
前
町　
　

馬
の
沓　
　
　

肝
煎
へ
談
し
申
候

并
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菓
子
売　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

二　

入　

門

　

日
本
海
に
面
し
た
敦
賀
・
小
浜
の
両
港
は
、
若
狭
小
浜
藩
酒
井
家
が
治
め
る

藩
領
で
、
両
港
は
畿
内
・
奥
羽
・
蝦
夷
（
北
海
道
）
と
の
交
易
の
集
積
港
と
し

て
、
各
地
か
ら
商
取
引
す
る
問
屋
筋
の
商
人
が
頻
繁
に
来
往
し
た
。

　

港
を
背
景
に
し
て
商
勢
の
あ
る
敦
賀
に
は
各
地
か
ら
多
勢
が
集
ま
り
、
人
々

の
集
ま
る
町
に
は
自
ず
と
遊
興
の
場
が
設
け
ら
れ
、
遊
芸
・
芝
居
・
遊
郭
な
ど

が
繁
盛
し
た
。

　
「
日
本
永
代
蔵
」（
井
原
西
鶴
・
貞
享
五
年
刊
）
に
は
、

　
　

�

越
前
の
国
、
敦
賀
の
港
は
（
中
略
）
北
国
の
都
ぞ
か
し
。
旅
芝
居
も
爰
に

心
が
け
、
巾
着
切
も
集
れ
ば
。（
下
略
）

こ
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　

と
く
に
敦
賀
・
小
浜
は
地
理
的
に
も
京
都
と
は
近
く
、
衣
食
・
学
芸
・
医
学
・

仏
教
な
ど
の
京
文
化
が
伝
播
し
た
。

　

小
浜
町
民
の
著
し
た
「
拾
椎
雑
話
」
の
芸
能
に
か
か
わ
る
記
述
に（

４
）、

　
　

○�

元
禄
の
初
、
京
に
て
古
今
新
左
衛
門
と
云
者
、
小
歌
の
上
手
あ
り
。
古

今
ふ
し
と
云
。
次
で
半
太
夫
一
中
な
と
云
名
誉
出
た
り
。

　
　

○�

京
都
よ
り
天
下
一
左
内
呼
下
し
い
た
さ
せ
申
候
。（
中
略
）
其
時
平
野

屋
太
郎
右
衛
門
京
ま
で
呼
に
御
の
ほ
り
被
成
候
。

　
　

○�
延
宝
八
年
三
月
十
一
日
よ
り
八
幡
宮
に
て
歌
舞
伎
始
り
て
、
座
本
敦
賀

小
谷
惣
兵
衛
、
同
二
十
五
日
ま
て
十
日
は
か
ぶ
き
仕
候
。

　
　

○�

小
浜
古
来
よ
り
乱
舞
芸
は
相
嗜
（
中
略
）
然
る
処
、
享
保
の
頃
よ
り
小

鶴
賀
若
狭
掾
生
家

紙
屋
町

浜
嶋
寺
町

鳥
居
辻
子
町

宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）

五
兵
衛

享
保
十
七
年

（
一
七
三
二
）

五
兵
衛

若
狭
屋　

　

五
兵
衛

天
明
七
年

（
一
七
八
七
）

五
兵
衛

庄
兵
衛

つ　

し

若
狭
屋　

　

五
兵
衛

江
戸
時
代

（
年
代
不
詳
）

五
兵
衛

若
狭
屋　

　

五
兵
衛

天
保
三
年

（
一
八
三
二
）

両
替
屋　

若
さ
や

　

五
兵
衛

天
保
七
年

（
一
八
三
六
）

若
狭
屋　

　

五
兵
衛
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芝
居
御
免
有
し
に
つ
ゝ
き
て
、
上
方
よ
り
浄
瑠
璃
の
達
人
毎
度
来
り
せ

ん

く
以
て
は
び
こ
り
、
一
ふ
し
や
ら
ぬ
者
と
て
は
な
か
り
し
。

　
　
　

�　

時
の
風
俗
大
い
に
か
は
り
、
う
し
と
見
し
世
そ
今
は
な
と
ゝ
老
輩
の

口
ぐ
せ
な
り
。

　

ま
た
他
書
に
、

　
　
　
　
　

浄
瑠
璃
之
出
所（

５
）

　
　

�（
上
略
）
京
に
は
左
内
と
い
へ
る
名
人
出
来
、
世
に
其
名
た
か
く
、
あ
ま

つ
さ
へ
院
参
し
て
若
狭
の
掾
と
受
領
せ
り
、
是
上
る
り
の
受
領
の
は
じ
め

と
か
や
。（
下
略
）

　

一
方
の
敦
賀
で
は（

６
）、

　
　

延
宝
元
年　
　
　

芝
居
興
行

　
　

同　

四
年
六
月　

�

京
都
・
説
教
芝
居　

日
暮
七
太
夫
一
座
を
招
き
、
六
月

一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
興
行
。

　
　

同　

六
年
六
月　

人
形
芝
居

　

な
お
、「
遠
目
鏡
」
に
よ
れ
ば（

７
）、

　
　

芝
居　
　
　

新
町
に
有

　
　

太
夫　
　
　

村
井
吉
弥

　
　

金
本
氏　
　

今
里

　
　

太
夫
本　
　

惣
兵
衛

　
　

但
役
者　
　

四
十
人
余

　

芝
居
小
屋
は
古
く
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）、

経
営
が
新
町
・
吉
郎
右
衛
門
か
ら
丁
持
町
・
笹
屋
治
郎
兵
衛
に
譲
渡
さ
れ
、
笹

屋
座
（
笹
谷
座
）・
敦
賀
座
へ
と
名
称
を
変
え
な
が
ら
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

七
月
、
空
襲
に
よ
り
被
災
す
る
ま
で
存
続
し
た
。

　

既
述
の
よ
う
に
京
で
の
出
来
事
や
風
説
な
ど
が
伝
え
ら
れ
、
僧
侶
に
よ
る
文

教
、
豪
商
家
は
俳
諧
・
詩
歌
・
絵
画
な
ど
、
京
か
ら
師
匠
の
招
請
や
交
流
が
深

か
っ
た
。

　

ま
た
、
京
文
化
の
向
学
を
志
す
若
者
は
京
に
上
り
、
学
術
・
医
学
・
芸
能
・

金
工
な
ど
を
学
び
、
そ
の
ま
ま
京
に
と
ど
ま
り
、
あ
る
い
は
帰
郷
し
て
子
弟
に

教
え
た
。

　

好
き
な
芸
能
を
学
ぶ
た
め
に
十
代
半
ば
の
少
年
庄
兵
衛
（
幼
名
不
詳
）
は
上

京
し
、
そ
の
こ
ろ
京
に
お
い
て
高
名
な
宮
古
路
豊
後
の
下
へ
入
門
が
許
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
江
戸
に
お
い
て
豊
後
節
を
広
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
豊
後
一
門
は
、

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
江
戸
へ
下
り
、
こ
の
と
き
庄
兵
衛
も
門
下
一
同
と

共
に
随
行
し
た
。

　

江
戸
へ
下
っ
た
豊
後
は
、
芝
居
へ
も
出
演
し
、
誉
れ
を
得
て
宮
古
路
豊
後
掾

と
改
名
、
豊
後
節
（
宮
古
路
節
）
と
称
さ
れ
、
広
く
世
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。

　

な
お
豊
後
一
門
が
江
戸
へ
下
っ
た
後
、
京
都
名
物
評
判
記
に
、

　
　
　

料
理
之
部

　
　
　
　
　

三
國
屋

　
　

上
上　
　
　
　

平
野

　
　
　
　
　

敦
賀
屋

　
　
　
　
　
　

次
第
に
さ
た
の
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萬
里
小
路
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六
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巻
一
号

こ
の
よ
う
に
京
に
て
評
判
の
料
理
店
と
し
て
三
國
・
敦
賀
両
店
を
紹
介
し
て
い

る（
８
）

　　
　
　

三　

芸　

名

　

豊
後
一
門
が
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
江
戸
へ
下
る
前
年
の
享
保
十
八

年
（
一
七
三
三
）
正
月
、
京
坂
の
役
者
と
豊
後
門
弟
の
名
寄
せ
評
判
記
が
版
行

さ
れ
た
。

　

こ
の
一
書
を
「
筆ふ

で
の

顔か
ほ

見み

せ世
鸚あ
ふ

鵡む

硯す
ゞ
り

」
と
い
い
、
こ
れ
に
は
豊
後
を
筆
頭
に

七
十
一
名
（
除
吾
妻
路
和
泉
太
夫
）
の
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
が
記
さ
れ
、
後
年
に

一
流
を
成
し
た
園
八
・
繁
・
数
馬
・
右
膳
（
宮
古
路
文
字
太
夫
・
常
磐
津
文
字

太
夫
）
な
ど
の
名
が
見
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
評
判
記
に
は
庄
兵
衛
（
加
賀
八
・
後
敦
賀
太
夫
・
鶴
賀
若
狭
掾
）

の
師
と
な
る
豊
後
門
下
の
加
賀
太
夫
ら
し
き
名
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
目
に
留

ま
っ
た
の
が
、

　
　
　
　
　

宮
古
路
鶴
賀

　
　

出
世
芸

　
　
　
　
　

尾
上
菊
五
郎

こ
の
よ
う
に
宮
古
路
鶴
賀
太
夫
の
名
が
載
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
鶴
賀
太
夫
に
つ
い
て
は
全
く
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
ず
、
こ
の
後
の
「
出
世

芸　

宮
古
路
鶴
賀
」
の
消
息
は
杳
と
し
て
知
ら
れ
て
い
な
い（

９
）。

　

し
か
し
、
豊
後
一
門
が
江
戸
へ
下
向
し
た
翌
年
の
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）

七
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸　

中
村
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

文
字
太
夫

　
　

睦む
つ
き
れ
ん
り
の
た
ま
つ
ば
き

月
連
理
　

宮
古
路
豊
後
掾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

綱
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

加
賀
太
夫

突
如
と
し
て
番
付
に
豊
後
掾
の
ワ
キ
を
勤
め
る
加
賀
太
夫
の
名
が
見
え
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　

前
出
の
評
判
記
は
、
享
保
十
八
年
正
月
に
版
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
加
賀

太
夫
ら
し
き
名
は
な
く
、
あ
る
い
は
江
戸
へ
下
る
前
、
ま
た
は
後
に
鶴
賀
か
ら

加
賀
太
夫
へ
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）、
奉
行
所
か
ら
豊
後
節
が
禁
じ
ら
れ
、
こ
の
と

き
宮
古
路
加
賀
太
夫
か
ら
鶴
賀
加
賀
太
夫
へ
と
芸
姓
を
改
め
た
。
次
の
文
書
に

よ
れ
ば
、

　
　

�（
上
略
）
水
野
備
前
守
様
御
勤
役
中
御
内
寄
合
江
被
召
出
、
浄
瑠
璃
渡
世

御
構
無
御
坐
宮
古
路
相
名
乗
申
間
敷
旨
被
仰
付
、
宮
古
路
加
賀
太
夫
事
靍

賀
加
賀
太
夫
と
相
改
、
豊
後
節
ヲ
新
内
節
と
唱
ひ
候
節
浄
瑠
璃
ニ
改
正
仕

家
業
致
罷
在
、

　
　

�（
中
略
）
去
十
一
月
四
日
相
手
吉
右
衛
門
儀
私
流
儀
新
内
浄
瑠
理
ヲ
以
、

都
路
加
賀
太
夫
と
相
名
乗
名
札
差
出
、
相
手
鉄
五
郎
、
久
次
郎
両
人
共
都

路
相
名
乗
候
段
、
文
字
相
違
与
者
乍
申
元
文
之
度
宮
古
路
相
名
乗
申
間
敷

旨
被
仰
出
候
御
趣
意
失
ひ
候
筋
ニ
相
当
り
、
殊
ニ
靍
賀
起
立
之
宮
古
路
加

賀
太
夫
名
前
ニ
紛
敷
、
私
方
差
障
相
成
候
間
（
下
略
）
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小
林　

新
内
節 

初
代
鶴
賀
若
狭
掾
考

　
　
　

天
保
九
戌
年
八
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
谷
伊
賀
町
長
五
郎
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
次
郎
方
同
居
仁
兵
衛
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
人　
靍
吉
事
つ
ち　

爪
印

　
　

御
奉
行
所
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　

吉
右
衛
門
（
伊
之
助
・
彦
次
郎
）
が
都
路
加
賀
太
夫
を
名
乗
っ
た
こ
と
は
元

文
の
頃
、
豊
後
節
を
禁
じ
た
趣
旨
に
反
す
る
と
非
難
し
、
さ
ら
に
鶴
賀
家
始
祖

の
宮
古
路
加
賀
太
夫
の
名
に
紛
ら
わ
し
く
、
差
し
障
り
に
な
る
と
家
元
つ
ぢ
は

反
論
し
て
い
る（

（（
（

。

　

鶴
賀
家
元
と
新
内
系
太
夫
と
の
公
事
訴
訟
は
文
化
年
間
か
ら
係
争
さ
れ
て

き
た
訴
訟
で
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
七
月
十
二
日
、
全
て
内
済
（
和
解
）

が
成
立
し
、
家
元
つ
ぢ
が
済
口
証
文
を
奉
行
所
へ
差
し
上
げ
た
。

　

豊
後
門
下
の
宮
古
路
鶴
賀
太
夫
は
江
戸
へ
下
る
前
後
に
宮
古
路
加
賀
太
夫
に

改
名
、
そ
の
ご
豊
後
節
禁
止
後
は
鶴
賀
加
賀
太
夫
・
富
士
松
加
賀
太
夫
を
、
さ

ら
に
富
士
松
薩
摩
掾
へ
と
改
名
し
た
。

　

な
お
富
士
松
薩
摩
掾
の
主
な
門
弟
に
は
須
賀
太
夫
・
加
名
太
夫
・
津
賀
太
夫
・

薗
筑
・
加
賀
吉
・
加
賀
七
な
ど
、
そ
の
他
に
多
勢
の
門
人
が
お
り
、
薗
筑
は
簡

略
で
あ
る
が
宮
古
路
停
止
書
お
よ
び
常
磐
津
・
靍
賀
・
富
士
松
浄
瑠
璃
家
業
の

御
伺
書
を
書
き
留
め
て
い
る
。

　

鶴
賀
若
狭
掾
の
師
で
あ
る
富
士
松
薩
摩
掾
は
宮
古
路
・
鶴
賀
・
富
士
松
へ
と

改
姓
し
、
鶴
賀
家
の
初
代
と
し
、
つ
ぢ
を
四
代
目
家
元
に
数
え
て
い
る
。

　

ま
た
敦
賀
太
夫
の
名
が
初
め
て
番
付
に
見
え
る
の
は
、

　
　

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
三
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
キ　
　

宮
古
路
敦
賀
太
夫

　
　
　

駒こ
ま
と
り鳥
恋こ
ひ
の

関せ
き
ふ
だ札　

宮
古
路
加
賀
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
味
線　

竹
沢
平
八

　

こ
れ
は
宮
古
路
文
字
太
夫
と
加
賀
太
夫
が
一
日
替
り
に
浄
瑠
璃
を
勤
め
、
こ

の
と
き
初
め
て
番
付
に
敦
賀
太
夫
の
名
が
見
え
て
い
る
（
二
十
八
歳
）。

　

さ
ら
に
富
士
松
薩
摩
掾
門
下
の
富
士
松
敦
賀
太
夫
は
、

　
　

宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
五
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
座

　
　
　

露つ
ゆ

時し
ぐ
れ
も雨
裳す
そ
の

浪な
み　

敦
賀
太
夫
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
日
若
狭
掾

　

敦
賀
太
夫
は
朝
日
若
狭
掾
に
改
め
、
そ
の
披
露
に
右
の
浄
瑠
璃
を
語
り
、
師

『駒鳥恋関札』
（『花江都歌舞妓年代記』

日本古典全集刊行会1934年より）
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の
下
を
離
れ
て
独
立
し
た
。

　

な
お
、
富
士
松
敦
賀
太
夫
改
朝
日
若
狭
掾
が
活
躍
し
て
い
た
頃
、
義
太
夫
節
に
、

　
　

豊
竹
肥
前
掾
門
弟

　
　
　
　
　

堀
江
六
間
町　

豊
竹
若
狭
太
夫

　
　
　
　
　

本
所
中
之
郷　

豊
竹
敦
賀
太
夫

同
じ
江
戸
に
於
て
人
形
浄
瑠
璃
（
義
太
夫
節
）
の
肥
前
掾
門
弟
と
し
て
、
右
記

の
太
夫
名
を
記
し
て
い
る（

（（
（

。
富
士
松
薩
摩
掾
は
上
方
の
出
身
と
も
伝
え
ら
れ
、

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
六
月
に
没
し
た
。
享
年
七
十
二
。

　

翌
八
年
（
一
七
五
八
）、
朝
日
若
狭
掾
は
鶴
賀
姓
を
継
承
し
鶴
賀
若
狭
掾
に
改

名
、
そ
の
披
露
に
「
二ふ

た
え
き
ぬ
こ
ひ
の
う
ら
か
た

重
衣
恋
占
」
を
語
り
、
今
日
ま
で
新
内
節
鶴
賀
家
元
が

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
　
　

四　

本　

姓

　

鶴
賀
新
内
節
（
略
称
・
新
内
節
）
宗
家
で
あ
る
鶴
賀
家
の
姓
名
は
、
そ
の
名

称
と
創
始
者
庄
兵
衛
（
幼
名
不
詳
）
の
名
か
ら
鶴
賀
庄
兵
衛
を
名
乗
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
菩
提
所
幸
龍
寺
過
去
帳
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
、
以
後
の
鶴
賀
家
代
々

の
当
主
は
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
鶴
賀
庄
兵
衛
を
名
乗
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、後
に
高
井
姓
を
名
乗
り
、こ
れ
は
江
戸
時
代
の
あ
る
時
か
ら
名
乗
っ

た
か
、
ま
た
は
明
治
以
降
に
高
井
姓
を
設
け
名
乗
っ
た
か
は
今
日
ま
で
明
ら
か

で
は
な
い
。

　

こ
の
高
井
姓
を
設
け
名
乗
っ
た
の
は
次
の
時
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、

　
　
（
一
）
掾
号
受
領

　
　
（
二
）
御
家
人
株
購
入
・
養
育

　
　
（
三
）
苗
字
必
称
義
務
令

右
記
の
順
に
考
察
す
る
。

（
一
）
掾
号
受
領

　

宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
二
月　

森
田
座

　
　

露
時
雨
裳
浪

　
　
　
　
　
　
　

富
士
松
敦
賀
太
夫　

改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
日
若
狭
掾

　

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）　
　
　

森
田
座

　
　

二
重
衣
恋
占

　
　
　
　
　
　
　

朝
日
改
鶴
賀
若
狭
掾

　

こ
の
よ
う
に
掾
号
受
領
お
よ
び
朝
日
改
鶴
賀
若
狭
掾
へ
と
芸
姓
を
改
め
て
い

る
。
こ
の
芸
姓
を
改
め
た
と
き
四
姓
の
一
つ
で
あ
る
源
姓
を
用
い
て
鶴
賀
若
狭

掾
源
義
正
を
名
乗
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
掾
号
受
領
お
よ
び
改
姓
し
た
時
を
含
め
、
以
後
、
文
献
お
よ
び
番

付
や
江
戸
期
の
鶴
賀
家
過
去
帳
に
高
井
姓
な
る
物
故
者
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
二
）
御
家
人
株
購
入
・
養
育

　

こ
れ
ま
で
御
家
人
株
を
購
入
、
あ
る
い
は
御
家
人
に
養
わ
れ
た
な
ど
、
様
々

な
浮
説
が
あ
っ
て
真
偽
の
ほ
ど
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
御
家
人
株
購
入
は
生
活
の
一
助
か
、
あ
る
い
は
社
会
的
に
家
格
を
示
す

意
図
を
も
っ
て
購
入
し
た
と
す
れ
ば
、
前
御
家
人
の
姓
を
名
乗
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
れ
は
い
つ
頃
の
事
か
な
ど
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
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小
林　

新
内
節 

初
代
鶴
賀
若
狭
掾
考

○
鶴
賀
家
元
継
承
図

○
鶴
賀
新
内
襲
名
図

　
　
　

天
明
六
年
三
月
二
十
二
日

初
代　

実
相
院
真
月
日
如
七
十
歳

　

鶴
賀
若
狭
掾

　

如
信
院
妙
相
日
実

　
　
　

文
化
三
年
正
月
十
五
日

　
　
　

文
政
十
年
四
月
二
十
六
日

二
代　

鶴
如
院
妙
林
日
相
六
十
七
歳

　

鶴　

吉
（
こ
ん
）

　

鶴
賀
庄
兵
衛

　
　
　

享
和
二
年
九
月
二
十
四
日

　
　
　

園
林
院
宝
樹

　
　
　

安
政
二
年
三
月
二
十
六
日

三
代　

顕
性
院
妙
宗
日
悟
六
十
八
歳

　

鶴　

吉
（
つ
ぢ
）

　

新　

内

　
　
　

鶴
賀
庄
兵
衛（
政
吉
、仁
兵
衛
）

　
　
　

嘉
永
六
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　

顕
実
院
宗
用
日
玄

　
　
　

庄
兵
衛
（
貞
之
助
）

四
代　

明
治
十
六
年
一
月
二
十
六
日
五
十
八
歳

　

新　

内
（
若
狭
太
夫
）

　

若　

吉

　
　
　

　
　
　

貞
（
泰
）
次
郎

五
代　

明
治
二
十
四
年
九
月

　

若
狭
太
夫

　

若
之
助

　
　
　

　
　
　

文
久
元
年
六
月
二
十
日

　
　
　

魯
中
日
行
法
子
六
十
五
歳

　

富
士
松
魯
中

　

ひ　

で
（
魯
秀
）

　
　
　

明
治
三
年
六
月
二
十
二
日

　
　
　

妙
精
日
進
五
十
五
歳

　　
　
　

加
賀
八
太
夫

　

新　

内

　
　
　

岡
田
五
郎
次
郎

　
　
　

安
永
三
年
八
月
十
一
日

　
　
　

六
十
一
歳

　　
　
　

若
歳

　

新　

内

　
　
　

浅
草
元
鳥
越
町

　
　
　

文
化
七
年
七
月
没

　
　
　

　

妻　

女

　
　
　

後
浅
草
商
家
再
縁

　
　
　

加
賀
八
太
夫

　
　
　

文
化
七
年
襲
名

　

新　

内

　
　
　

安
蔵

　
　
　

嘉
永
五
年
七
月
七
日

　
　
　

際
誉
本
了
八
十
三
歳

　

妻　

女

　
　
　

文
政
二
年
八
月
十
七
日
没

　
　
　

歳
太
夫

　
　
　

文
化
十
二
年
襲
名

　

新　

内

　
　
　

伊
之
助
、
彦
次
郎
、
吉
右
衛
門

　
　
　

天
保
十
二
年
三
月
十
九
日

　
　
　

即
得
院
究
竟
日
果

　
　
　

三
代
目
家
元

　
　
　

つ
ぢ
夫

　

新　

内

　
　
　

政
吉
、
仁
兵
衛
、
庄
兵
衛

　
　
　

嘉
永
六
年
三
月
二
十
九
日
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六
十
一
巻
一
号

　

な
お
御
家
人
に
養
わ
れ
た
云
々
は
、身
分
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
た
時
代
に
、

一
庶
民
が
武
家
方
に
養
わ
れ
た
な
ど
疑
問
が
残
り
、
む
し
ろ
御
家
人
ま
た
は
武

家
方
の
下
で
働
い
て
い
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
旗
本
・
平
岡
頼
長
の
家
臣
で
用
人
の
役
職
を
務
め
る
高
井
庄
兵
衛
な
る

人
物
が
実
在
し
て
い
る
。
こ
の
高
井
家
で
働
い
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

も
う
少
し
時
代
を
遡
っ
て
み
な
い
と
判
断
は
難
し
い
。

　

旗
本
・
平
岡
家
は
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
四
）
か
ら
の
家
柄
で
あ
り
、

家
臣
高
井
家
は
こ
の
頃
か
ら
仕
え
て
い
た
の
で
は
と
推
考
さ
れ
る
が
詳
ら
か
で

は
な
い
。

　

庄
兵
衛
は
高
井
家
で
働
い
て
い
た
と
し
て
も
、
後
に
主
家
の
高
井
姓
を
名
乗

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
が
、
あ
る
い
は
庄
兵
衛
の
生
家
若
狭
屋
で
は
以

前
か
ら
高
井
姓
を
保
持
し
て
い
た
が
、公
に
は
用
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
御
家
人
株
購
入
あ
る
い
は
養
わ
れ
た
な
ど
、
そ
れ
は
い
つ
頃
の
こ

ろ
か
な
ど
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
江
戸
時
代
の
過
去
帳
、
新
内
節
二
代
・
三
代
目
家
元
の
訴
状
、
諸

文
献
な
ど
を
管
見
の
限
り
精
査
し
た
が
、
高
井
姓
ま
た
は
類
似
す
る
姓
や
用
例

も
見
ら
れ
な
い
。

（
三
）
苗
字
必
称
義
務
令

　

江
戸
時
代
で
は
公
に
名
字
（
姓
）
を
名
乗
っ
て
い
た
の
は
武
家
・
町
役
人
・

旧
家
・
名
主
ま
た
は
庄
屋
な
ど
で
あ
り
、
一
般
庶
民
は
名
字
は
な
く
と
も
互
い

に
屋
号
・
通
称
な
ど
を
呼
び
あ
い
、
ま
た
は
用
い
て
日
常
生
活
で
の
必
要
は
感

じ
な
か
っ
た
。

　

多
年
に
亘
っ
た
封
建
制
度
の
慣
習
は
明
治
の
世
に
な
っ
て
も
今
ま
で
と
変
わ

ら
ず
、
名
字
を
用
い
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

　

こ
の
た
め
国
民
に
名
字
を
名
乗
る
こ
と
を
許
す
布
告
が
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
九
月
、

　
　

自
今
平
民
苗
氏
被
差
許
候
事

と
し
て
平
民
苗
字
許
可
令
が
布
告
さ
れ
た
が
、
平
民
に
は
特
に
苗
字
（
名
字
）

を
名
乗
る
必
要
も
な
く
普
及
し
な
か
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
再
度
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
二
月
、

　
　

�

平
民
苗
字
被
差
許
候
旨
明
治
三
年
九
月
布
告
候
處
自
今
必
苗
字
相
唱
可

申
、
尤
祖
先
以
来
苗
字
不
分
明
ノ
向
ハ
新
タ
ニ
苗
字
ヲ
設
ケ
候
様
可
致
此

旨
布
告
候
事

　

こ
の
よ
う
に
布
告
が
発
せ
ら
れ
、
今
後
は
必
ず
苗
字
（
名
字
）
を
名
乗
る
こ

と
。
た
だ
し
、
先
祖
伝
来
の
苗
字
が
明
ら
か
で
な
い
時
は
、
新
た
に
苗
字
を
設

け
る
こ
と
と
し
た
苗
字
必
称
義
務
令
が
公
布
さ
れ
た（

（（
（

。

　

維
新
後
の
明
治
八
年
に
苗
字
必
称
義
務
令
が
公
布
さ
れ
、
こ
の
と
き
鶴
賀
家

四
代
目
鶴
賀
庄
兵
衛
（
貞
之
助
）
が
初
め
て
高
井
姓
に
改
め
以
後
、
鶴
賀
か
ら

「
高
井
」
姓
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

因
み
に
鶴
賀
家
の
菩
提
所
幸
龍
寺
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
、
浅
草
か
ら
現

今
の
世
田
谷
区
に
移
転
し
た
が
、そ
の
際
に
作
成
し
た
整
理
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
原
簿
に
よ
れ
ば
、

　
　

実
相
院
真
月
日
如
信
士　
　

初
代
鶴
賀
若
狭
掾

　
　
　
　
　

天
明
六
・
三
・
廿
二　
　
　

高
井
庄
兵
衛

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
内
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小
林　

新
内
節 

初
代
鶴
賀
若
狭
掾
考

　
　

諦
聴
院
鶴
寿
信
士　
　
　
　

四
代
鶴
賀
庄
兵
衛

　
　
　
　
　

明
治
十
六
・
一
・
廿
六　
　
　

高
井

こ
の
よ
う
に
「
高
井
」
姓
が
記
帳
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

ま
た
同
寺
に
は
「
鶴
賀
家
元
歴
代
墓
」
が
あ
り
、
こ
の
墓
碑
は
八
代
目
家
元

鶴
賀
若
狭
掾
（
鈴
木 
寿
）
が
大
正
十
二
年
五
月
に
建
て
た
も
の
で
、
鶴
賀
家

初
代
か
ら
五
代
ま
で
の
名
が
あ
り
、そ
の
全
て
に
高
井
姓
が
刻
ま
れ
て
い
る（
但

し
、
二
代
・
三
代
の
名
は
誤
り
）。

　

こ
れ
ま
で
鶴
賀
家
の
江
戸
時
代
に
関
わ
る
諸
文
献
を
可
能
な
限
り
調
査
し
た

が
、
高
井
姓
は
見
い
だ
せ
ず
、
や
は
り
明
治
八
年
の
苗
字
必
称
義
務
令
を
契
機

に
し
て
、
鶴
賀
か
ら
「
高
井
」
姓
を
設
け
名
乗
っ
た
と
理
解
し
た
い
。

　
　
　

五　

作　

品

　

初
代
鶴
賀
若
狭
掾
が
作
曲
し
た
新
内
浄
瑠
璃
の
作
品
は
多
く
あ
る
が
、中
で
も
、

　
　

二
重
衣
恋
占
（
花
咲
綱
五
郎
）

　
　

若
木
仇
名
草
（
蘭
蝶
）

　
　

明
烏
夢
泡
雪
（
明
烏
）

が
あ
り
、
と
く
に
蘭ら

ん

蝶ち
ょ
う

・
明あ

け

烏が
ら
す

は
新
内
浄
瑠
璃
を
代
表
す
る
名
曲
と
い
わ
れ
、

愛
好
者
も
多
く
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
も
放
送
さ
れ
て
い
る
。

　

若
狭
掾
の
前
期
頃
の
作
品
は
中
国
・
本
邦
の
故
事
・
詩
歌
・
仏
教
説
話
な
ど

を
作
品
の
冒
頭
に
採
り
入
れ
た
曲
が
多
く
み
ら
れ
、
こ
れ
を
新
内
浄
瑠
璃
の
特

徴
あ
る
詞
章
と
あ
い
容
れ
る
文
体
に
す
る
か
、想
を
練
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

し
か
し
、
歳
月
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
後
期
の
作
品
は
次
第
に
吉
原
中
心
の

内
容
へ
と
移
り
、
故
事
・
仏
説
な
ど
を
冒
頭
に
し
て
本
奏
へ
と
誘
な
う
手
法
は

少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）、
心
中
と
い
う
語
を
禁
じ
相あ
い
た
い
じ
に

対
死
と
し
、
心

中
読
売
（
か
わ
ら
版
）
も
禁
じ
ら
れ
、
翌
八
年
に
は
相
対
死
法
度
の
令
が
発
せ

ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
新
作
物
は
相
対
死
を
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
法

度
に
触
れ
な
い
詞
章
を
ど
の
よ
う
に
表
す
か
は
作
者
の
力
量
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

市
川
屋
蘭
蝶

　
　
　
　
　

榊
屋
此
糸 

若わ
か
き
の
あ
だ

木
仇
名な

草ぐ
さ

　
　

〽�

が
が
た
る
玉
顔
こ
う
ふ
ん
を
よ
そ
ほ
ふ
、
ね
が
わ
く
は
け
い
ら
と
な
っ

て
さ
い
よ
う
に
つ
か
ん
。

　

冒
頭
に
こ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
り
、
こ
れ
は
中
国
の
唐
詩
選
か
ら
劉り

ゅ
う

廷て
い

芝し

（
劉り
ゅ
う

希き

い夷
）
作
の
「
公こ
う

子し

行こ
う

」
を
採
り
入
れ
、
本
奏
へ
と
導
く
手
法
で
あ
る
。

　

浮う
き

世よ

声こ
わ
い
ろ色

身み

振ぶ
り

師し

は
役
者
な
ど
の
声
・
せ
り
ふ
・
癖
な
ど
を
真
似
て
お
座
敷『若木仇名草』
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六
十
一
巻
一
号

で
演
じ
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
稼
業
と
す
る
市
川
屋
蘭ら

ん

蝶ち
ょ
う

は
、
い
つ
も
我
が
家
の

よ
う
に
榊
屋
の
抱
遊
女
此こ

の
い
と糸
の
許
へ
通
っ
て
い
た
。

　
　

〽�
今
さ
ら
云
も
ふ
る
け
れ
ど
、
四
ッ
谷
で
始
て
あ
ふ
た
時
、
す
い
た
ら
し

い
と
思
ふ
た
が
、
い
ん
ぐ
わ
な
え
ん
の
い
と
車
。

蘭
蝶
と
初
め
て
出
会
っ
た
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
此
糸
は
幾
度
か
店
を
移
り

替
え
、
く
る
わ
勤
め
の
気
苦
労
や
辛
さ
を
嘆
い
た
。

　

し
か
し
、
蘭
蝶
は
此
糸
の
許
へ
相
変
わ
ら
ず
足
繁
く
通
い
つ
め
稼
業
も
上
の

空
。
女
房
お
宮み

や

は
、

　
　

〽�

縁
で
こ
そ
あ
れ
末
か
け
て
約
束
か
た
め
身
を
か
た
め
、
世
帯
か
た
め
て

落
つ
い
て
、
ア
ヽ
嬉
し
や
と
思
ふ
た
は
ホ
ン
ニ
一
日
あ
れ
ば
こ
そ
。

　

お
宮
は
蘭
蝶
が
此
糸
と
馴
染
ん
で
い
る
こ
と
を
嘆
き
、
此
糸
を
訪
ね
て
蘭
蝶

と
別
れ
て
く
れ
と
頼
む
。

　

女
房
お
宮
か
ら
別
れ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
此
糸
は
蘭
蝶
へ
の
情
と
、
お
宮
さ

ん
へ
の
義
理
と
の
板
挟
み
に
な
り
、
浮
き
世
の
定
め
な
い
無
常
と
、
苦
界
か
ら

抜
け
ら
れ
な
い
遊
女
の
身
の
上
か
ら
、
こ
の
世
で
は
蘭
蝶
と
添
い
遂
げ
ら
れ
な

い
と
悟
り
、

　
　

〽�

お
宮
さ
ん
へ
の
義
理
立
て
ゝ
、
こ
の
世
で
そ
は
れ
ぬ
そ
の
代
り
、
お
ま

へ
は
後
に
な
が
ら
へ
、
お
み
や
さ
ん
と
仲
よ
ふ
し
て
、
百
万
年
の
お
命

す
ぎ
て
、未
来
は
必
ず
私
と
女め

お
と夫
。
蓮
ざ
を
分
け
て
持
っ
て
居
る
ぞ
へ
。

　

此
糸
の
詞こ

と
ば

に
「
蓮
座
を
分
け
て
待
っ
て
い
る
ぞ
へ
」
と
、
極
楽
浄
土
へ
行
く

た
め
に
、
蓮
華
の
台
座
を
分
か
ち
待
っ
て
い
る
と
、
此
糸
の
覚
悟
の
程
が
う
か

が
わ
れ
、
一
途
に
蘭
蝶
を
恋
い
慕
う
此
糸
の
心
根
が
い
じ
ら
し
く
、
そ
し
て
、

　
　

〽�

二
人
が
命
み
じ
か
夜
の
、
鳥
も
告
る
や
鐘
の
ね
も
、
あ
す
の
う
き
名
や

ひ
び
く
ら
ん
。

　

夏
の
夜
は
短
く
明
け
や
す
い
よ
う
に
二
人
の
命
も
儚
く
、明
日
は
相
対
死（
心

中
）
の
噂
が
広
ま
る
こ
と
を
暗
示
し
て
本
曲
を
結
ん
で
い
る
。

　

若
狭
掾
の
代
表
作
品
に
「
若
木
仇
名
草
」
と
並
ん
で
の
人
気
曲
が
「
明あ

け

烏が
ら
す

夢ゆ
め
の

泡あ
わ
ゆ
き雪

」
が
あ
る
。

　

降
り
し
き
る
雪
の
中
を
古
木
に
縛
ら
れ
て
い
る
浦う

ら
ざ
と里

と
禿か

む
ろ

を
助
け
よ
う
と
、

時
次
郎
が
塀へ

い

を
乗
り
越
え
助
け
、
吉
原
で
唯
一
の
出
入
口
で
あ
る
大
門
を
目
指

し
て
走
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
て
夢
見
の
物
語
で
あ
る
。

　

本
作
品
は
吉
原
の
遊
女
と
情
人
を
題
材
に
し
て
い
る
の
で
、
く
る
わ
用
語
も

使
わ
れ
て
い
る
。

『二枚続吾嬬錦絵』より
（国立国会図書館蔵）
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小
林　

新
内
節 

初
代
鶴
賀
若
狭
掾
考

　
　
　

六　

晩　

年

　

若
狭
掾
の
晩
年
は
新
内
節
の
新
作
に
取
り
組
み
、
い
く
つ
か
の
作
品
を
発
表

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
明
和
年
間
の
中
頃
か
ら
狂
歌
と
い
う
戯
歌
が
流
行
し
、
若
狭
掾
の

心
境
に
変
化
が
生
じ
、
狂
歌
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
、
そ
れ
は
新
内

節
の
新
作
に
取
り
組
む
体
力
的
な
限
界
を
感
じ
た
、あ
る
い
は
加
賀
八
太
夫（
初

代
・
新
内
）
の
没
後
、
二
代
目
新
内
と
そ
の
系
統
の
台
頭
を
分
派
的
と
不
信
の

念
を
抱
い
た
な
ど
、
狂
歌
へ
と
傾
注
し
て
い
っ
た
若
狭
掾
の
真
意
は
定
か
で
は

な
い
。

　

若
狭
掾
は
狂
歌
の
雅
号
を
大お

お

木き

戸ど
の
く
ろ
う
し

黒
牛
と
い
い
、天
明
二
年（
一
七
八
二
）、六
十
六

歳
の
と
き
「
興
歌
め
さ
し
草
」
に
歌
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、

　
　

狂
歌
二
葉
草
（
天
明
三
年
）

　
　

狂
歌
知
足
振
（
天
明
三
年
）

　
　

狂
歌
鶯
蛙
集
（
天
明
四
年
）

黒
牛
の
狂
歌
と
名
が
見
え
て
い
る
。

　

初
代
鶴
賀
若
狭
掾
は
新
内
節
と
い
う
邦
楽
史
に
そ
の
名
を
残
す
偉
業
を
成
し

遂
げ
ら
れ
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
三
月
二
十
二
日
、
七
十
年
の
輝
か
し
い

生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。

　

嫡
女
で
あ
る
鶴
賀
鶴
吉
（
本
名
こ
ん
）
が
父
の
三
回
忌
と
推
定
さ
れ
る
法
要

が
営
ま
れ
た
と
き
、「
手た

向む
け

の
露つ

ゆ

笹さ
さ
の

一ひ
と

節よ

」
と
い
う
追
善
曲
を
供
養
と
し
て
さ

さ
げ
て
い
る
。

　

そ
の
冒
頭
の
一
節
に
、

　
　

〽�

燈
籠
に
な
き
玉
よ
ば
ひ
一
ト
ふ
し
の
、
手
向
の
露
に
お
き
そ
ふ
る
、
元
の

し
づ
く
と
な
る
人
に
残
ら
ず
と
ゞ
け
三
津
瀬
川
、
し
る
も
し
ら
ぬ
も
お

し
な
へ
て
、
い
ふ
た
こ
と
ば
の
か
ず
〳
〵
を
う
つ
す
昔
の
袖
ご
う
ろ
。

　

こ
の
よ
う
に
父
を
悼
む
詞
章
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
作
品
の
外
題
に
は
角
書
が
な
く
、
鶴
吉
の
ワ
キ
を
勤
め
る
太
夫

や
三
弦
・
版
元
な
ど
の
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い（

（（
（

。

　

こ
の
頃
は
先
代
か
ら
の
高
弟
や
二
代
目
鶴
賀
新
内
も
健
在
で
あ
り
、
浄
曲
界

初
の
女
性
家
元
の
任
に
就
く
前
、
ま
た
は
後
の
曲
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
鶴
吉
は
ま
だ
二
十
代
半
ば
の
若
輩
で
あ
り
、
鶴
賀
社
中
を

ま
と
め
て
い
く
に
は
日
も
浅
く
、
権
威
や
足
元
も
固
ま
ら
ず
、
社
中
の
長
老
・

新
内
系
太
夫
と
の
融
和
な
ど
を
考
慮
し
、
ご
く
内
々
に
発
表
さ
れ
た
追
善
曲
と

も
考
え
ら
れ
、
一
般
に
は
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
。

　

鶴
吉
は
後
に
鶴
賀
和
國
・
同
鶴
老
へ
と
名
を
改
め
、
鶴
吉
直
伝
の
正
本
に

『手向の露笹一節』
（野田市立興風図書館蔵）
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六
十
一
巻
一
号

「
夢ゆ

め
の
い
わ
た

帯お
び

」「
末す
え
の

露つ
ゆ

思お
も
ふ

言こ
と
の
は葉
」
な
ど
の
作
品
が
あ
る
。

　

新
内
節
鶴
賀
家
元
と
い
う
重
職
を
継
い
だ
二
代
目
家
元
鶴
吉
は
、
新
内
系
太

夫
と
の
芸
名
に
関
わ
る
公
事
訴
訟
を
も
乗
り
越
え
、
強
固
な
意
志
と
努
力
に

よ
っ
て
鶴
賀
社
中
を
統
括
し
、
娘
つ
ぢ
が
三
代
目
家
元
を
、
さ
ら
に
後
世
へ
と

受
け
継
が
れ
、
今
日
の
新
内
節
発
展
の
礎
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

七　

放
送
・
演
劇

（
一
）
ラ
ジ
オ

・
昭
和
二
十
三
年
四
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一

　
　
　

道
中
膝
栗
毛

　

十
返
舎
一
九
の
「
東
海
道
膝
栗
毛
」
を
基
に
出
来
た
作
品
で
、
作
者
は
鶴
賀

三
代
目
家
元
つ
ぢ
の
娘
ひ
で
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
富
士
松
魯
中
で
、
ラ
ジ
オ
で
放

送
さ
れ
る
の
は
珍
し
く
聴
く
機
会
が
少
な
い
曲
で
あ
る
。

・
昭
和
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一

　
　
　

夫
婦
新
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
永
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
志
井
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
柳
小
菊

　

こ
れ
は
小
説
「
鶴
八
鶴
次
郎
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
放
送
劇
で
は
な
か
ろ
う
か

と
推
測
さ
れ
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

・
昭
和
二
十
六
年
三
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一

　
　
　

明
烏
後
正
夢

　

こ
の
曲
は
鶴
賀
若
狭
掾
作
「
明
烏
夢
泡
雪
」
の
後
篇
と
も
い
え
る
曲
で
、
富

士
松
魯
中
が
幕
末
頃
に
発
表
し
た
作
品
で
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
難
し

い
曲
で
あ
る
。

・
昭
和
二
十
九
年
八
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一

　
　
　

若
木
仇
名
草
（
蘭
蝶
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
瑠
璃　

鶴
賀
梅
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
味
線　

新
内
仲
造

　

素
浄
瑠
璃
で
あ
る
が
、
時
代
は
変
わ
っ
て
も
新
内
き
っ
て
の
名
曲
「
蘭
蝶
」

を
聴
き
た
い
と
い
う
要
望
が
多
い
。

（
二
）
テ
レ
ビ

　

テ
レ
ビ
の
普
及
に
つ
れ
て
新
内
節
を
放
送
さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
が
、

「
蘭
蝶
」「
明
烏
」
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
多
く
、
人
気
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

・
昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ

　
　
　

蘭
蝶
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新
内
節 

初
代
鶴
賀
若
狭
掾
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
瑠
璃　

鶴
賀
伊
勢
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
味
線　

新
内
仲
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
調
子　

新
内
勝
史
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
付　
　

花
柳
錦
之
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

映イメ
ー
ジ像　　

浅
丘
ル
リ
子

　

待
ち
人
の
遅
れ
に
気
が
高
ぶ
る
と
い
う
設
定
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
女
性
が
怒

り
、
悲
し
み
、
喜
び
な
ど
、
感
情
の
所
作
を
演
じ
る
イ
メ
ー
ジ
映
像
で
、
後
方

か
ら
蘭
蝶
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
節
回
し
で
浄
瑠
璃
が
流
れ
、
新
内
と
映
像
と
い
う

試
み
は
今
後
の
方
向
性
を
示
す
一
例
と
い
え
よ
う
。

・
平
成
二
年
九
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ

　
　
　

関
取
千
両
幟

　
　
　
　
　
（
新
内
流
し
入
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
瑠
璃　

富
士
松
小
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
味
線　

新
内
仲
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
調
子　

新
内
勝
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫓
太
鼓　

呼
出
し
永
男

　

義
太
夫
節
（
人
形
浄
瑠
璃
）
か
ら
の
移
行
曲
と
い
わ
れ
、
鉄
ヶ
嶽
と
稲
川
の

取
組
み
に
勝
者
へ
の
賞
金
の
出
ど
こ
ろ
の
意
外
さ
、
そ
し
て
力
士
を
夫
に
も
っ

た
稲
川
が
女
房
の
、

　
　

〽
相
撲
取
を
夫
に
も
て
ば
、
江
戸
長
崎
や
国
々
へ
…
。

の
ク
ド
キ
が
あ
り
、
併
せ
て
大
相
撲
の
呼
出
し
永の

り
を男

の
櫓
太
鼓
の
響
き
が
心
地

よ
く
、
隅
田
（
旧
称
・
大
川
）
の
川
風
に
大
銀
杏
の
ほ
つ
れ
を
な
び
か
せ
て
、

颯
爽
と
闊
歩
す
る
関
取
衆
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
視
聴
す
る
の
も
味
わ
い
が
あ

り
、
新
内
の
相
撲
曲
は
珍
し
い
。

（
三
）
そ
の
他

　

・
鶴
八
鶴
次
郎

　

こ
の
作
品
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
第
一
回
直
木
賞
の
受
賞
作
で
、
著
者

は
川
口
松
太
郎
氏
で
あ
る
。

　

内
容
は
新
内
節
と
い
う
芸
事
を
通
し
て
の
人
情
味
と
、
先
代
の
娘
鶴
八
（
お

豊
）
は
三
味
線
を
、
先
代
の
弟
子
鶴
次
郎
は
新
内
の
語
り
手
と
し
て
、
互
い
に

好
意
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
次
第
に
す
れ
違
い
別
れ
て
い
く

と
い
う
、
男
女
の
機
微
に
ふ
れ
た
名
作
で
あ
る
。

　

鶴
八
が
去
っ
た
後
、
流
し
を
し
な
が
ら
暮
ら
す
と
い
う
鶴
次
郎
と
、
舞
台
番

の
佐
平
の
二
人
が
酒
場
で
涙
を
こ
ら
え
寂
し
げ
に
酒
を
飲
ん
で
い
る
の
が
表
紙川口松太郎『鶴八鶴次郎』
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六
十
一
巻
一
号

カ
バ
ー
で
あ
る（

（（
（

。

　

本
書
の
「
鶴
八
鶴
次
郎
」
は
映
画
・
演
劇
で
も
上
演
さ
れ
、
近
年
で
は
平
成

二
十
六
年
十
一
月
、
東
京
・
新
橋
演
舞
場
で
歌
舞
伎
の
中
村
勘
九
郎
、
同
七
之

助
兄
弟
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

八　

そ
の
後
の
新
内
節

　

敦
賀
家
は
三
代
目
家
元
鶴
賀
鶴
吉
（
つ
ぢ
）
の
子
息
（
貞
之
助
）
が
四
代
目

家
元
に
な
っ
た
が
、
明
治
十
六
年
一
月
二
十
六
日
に
亡
く
な
り
、
嫡
子
貞
次
郎

（
泰
次
郎
）
が
五
代
目
家
元
を
継
い
だ
。

　

こ
の
頃
、
東
京
府
に
お
け
る
各
流
派
の
人
数
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

昨
年
十
二
月
中
調　

府
下
八
品
商
現
員

　
　
　

遊
芸
人
現
員

　
　
　
　
　

常
磐
津
節　
　

二
百
八
十
一
人

　
　
　
　
　

清
元
節　
　
　

二
百
三
十
一
人

　
　
　
　
　

富
本
節　
　
　

十
二
人

　
　
　
　
　

一
中
節　
　
　

四
十
五
人

　
　
　
　
　

富
士
松
節　
　

十
八
人

　
　
　
　
　

新
内
節　
　
　

六
十
二
人

　

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
十
二
月
、調
査
に
よ
れ
ば
右
記
の
よ
う
に
常
磐
津
・

清
元
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
こ
れ
は
歌
舞
伎
の
伴
奏
を
勤
め
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う（

（（
（

。

　

ま
た
、
初
代
鶴
賀
若
狭
掾
か
ら
血
縁
に
よ
っ
て
家
元
が
受
け
継
が
れ
て
き
た

が
、
こ
の
後
、
五
代
目
家
元
を
も
っ
て
絶
え
た
。

　

時
代
も
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
も
、
地
方
で
は
新
内
節
が
愛
誦

さ
れ
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）、
北
海
道
江
差
新
地
の
花
街
に
寄
席
が
開

業
。
そ
の
席
開
き
に
は
新
内
節
も
披
露
さ
れ
た
。

　

一
方
、
福
井
県
下
で
は
、

　
　
　
　
　

福
井
・
加
賀
屋
座

　
　

�

三
地
芸
妓
の
鶴
賀
新
内
温
習
会
は
昨
夜
限
り
千
秋
楽
を
告
げ
た
る
が
（
下

略（
（（
（

）

　

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
す
る
お
さ
ら
い
会
が
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）

十
一
月
二
十
八
日
、
福
井
・
加
賀
屋
座
で
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
師
匠
は

他
所
か
ら
の
通
い
、
ま
た
は
地
元
の
方
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
何
れ
に
し

て
も
お
座
敷
で
芸
妓
さ
ん
に
新
内
節
を
、
と
望
む
客
の
多
い
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

　

な
お
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
、「
た
け
ふ
菊
人
形
」（
武
生
市
、
現
越
前
市
）

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、

　
　

第
六
景　

新
内
節
流
し　

菊
人
形
二
体

が
展
示
さ
れ
た
。

　

着
物
姿
の
男
女
二
体
の
菊
人
形
は
三
味
線
を
も
ち
、
江
戸
情
緒
あ
ふ
れ
る
語

り
口
で
、
賑
わ
う
花
柳
界
隈
を
流
し
歩
く
姿
で
あ
ろ
う
菊
人
形
展
示
は
珍
し
い（

（（
（

。

　

敦
賀
に
お
い
て
新
内
節
に
関
わ
る
資
料
は
乏
し
く
、
元
左
褄
を
と
っ
て
い
た

お
二
方
に
尋
ね
た
。
当
地
で
は
新
内
節
の
師
匠
に
つ
い
て
は
聞
い
た
こ
と
は
な

く
、
た
だ
、
い
つ
頃
か
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
新
内
節
は
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

も
う
お
一
方
は
若
く
、
昭
和
十
二
、三
年
頃
、
男
女
と
も
着
物
姿
で
男
性
は
頭
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初
代
鶴
賀
若
狭
掾
考

に
手
拭
い
を
の
せ
、
女
性

は
手
拭
い
を
吹
き
流
し
に

か
ぶ
り
、
二
挺
三
味
線
の

流
し
だ
っ
た
と
思
う
。

　

こ
の
方
に
も
新
内
節

師
匠
に
つ
い
て
尋
ね
た

が
、
敦
賀
で
は
聞
か
れ
な

い
と
い
う
。

　

こ
の
頃
、
他
所
か
ら
き

て
敦
賀
遊
郭
内
で
音
曲

の
稼
業
を
す
る
時
、
見
番

（
検
番
）
へ
の
届
け
は
不

要
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
敦
賀
で

は
大
正
以
降
の
新
内
節
師
匠
の
実
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
市
内
に
浄
瑠
璃
関
係
の
墓
碑
が
四
基
確
認
さ
れ
、
う
ち
三
基
が
義

太
夫
節
（
太
夫
二
、
人
形
一
）、
一
基
が
「
宮
古
路
」
姓
の
あ
る
墓
碑
で
あ
る
。

敦
賀
市
松
島
町　

来
迎
寺
野　

　
　
（
正
面
）

　
　
　
　

釋
□（

國
　
證
カ
）

□　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
背
面
）

　
　
　
　
　
（
右
面
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
弟

　
　
　
　
　
　
　

剥
落　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
名

　
　
　
　
　
（
左
面
）

　
　
　
　
　
　
　

宮
古
路
園
枝

　
　
　
　
　
　
　

寛
政
七
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　

十
八
日
建
之

　

こ
の
よ
う
に
左
面
に
宮
古
路
園
枝
の
名
が
あ
り
、
豊
後
掾
（
豊
後
節
）
の
流

れ
を
く
む
流
派
と
考
え
ら
れ
る
が
未
確
認
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
地
方
に
あ
っ
て
「
宮
古
路
」
姓
の
あ
る
墓
碑
が
現
存
し
て
い
る
こ

と
は
稀
で
あ
り
、
貴
重
な
浄
瑠
璃
資
料
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

豊
後
節
の
流
れ
を
く
む
新
内
節
は
幾
年
と
時
代
は
移
り
変
わ
っ
て
も
、
人
々

か
ら
こ
よ
な
く
愛
好
さ
れ
、
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

そ
の
新
内
節
の
創
始
者
で
あ
る
初
代
鶴
賀
若
狭
掾
は
、
今
に
伝
わ
る
数
多
く

の
名
曲
を
発
表
さ
れ
た
功
績
は
大
き
く
、
邦
楽
界
発
展
に
偉
大
な
足
跡
を
残
さ

れ
た
音
楽
家
で
あ
っ
た
。

［
謝
辞
］
本
小
稿
の
上
梓
に
際
し
、氣
比
神
宮
に
は
貴
重
書
の
掲
載
を
許
さ
れ
、

敦
賀
市
立
博
物
館
か
ら
は
資
料
閲
覧
及
び
ご
教
示
と
多
く
の
ご
高
配
に
与
か
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

註（
１
）『
続
福
井
の
意
外
史
』（
読
売
新
聞
福
井
支
局
、
一
九
七
七
年
）。

敦賀市松島町来迎寺野の墓碑
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
一
巻
一
号

（
２
）「
宝
永
四
年
氣
比
宮
勧
化
之
帳
」「
享
保
十
七
年
氣
比
宮
勧
化
之
帳
」「
天
明
七
年
大

神
宮
奉
加
帳
」「
年
代
不
詳
大
神
宮
奉
加
帳
」（
氣
比
神
宮
蔵
、
敦
賀
市
立
博
物
館
寄
託
）。

（
３
）「
惣
代
御
用
留
」（『
敦
賀
市
史 

史
料
篇 

第
二
巻
』
敦
賀
市
、
一
九
七
八
年
）。

（
４
）『
拾
椎
雑
話
』（
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
、
一
九
七
四
年
）。

（
５
）「
諸
国
遊
里
好
色
由
来
揃 

四
」（『
近
世
文
芸
叢
書 

第
十 

風
俗
』
国
書
刊
行
会
、

一
九
一
一
年
）。

（
６
）「
敦
賀
の
遊
郭
」（『
敦
賀
民
報
』
昭
和
二
十
九
年
〈
一
九
五
四
〉
十
月
十
日
）。

（
７
）「
遠
目
鏡 

中
」（『
敦
賀
叢
書
』
敦
賀
会
、
一
九
〇
九
年
）。

（
８
）「
富
貴
地
座
位 

上
」（『
徳
川
文
芸
類
聚 

第
十
二 

評
判
記
』
国
書
刊
行
会
、一
九
一
四
年
）。

（
９
）「
筆
顔
見
世
鸚
鵡
硯
」（『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）。

（
⓾
）「
新
内
節 

鶴
賀
新
内
両
家
の
確
執
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
五
十
九
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四

年
）。

（
⓫
）『
豊
曲
不
二
谺
』
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
刊
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

（
⓬
）『
平
民
苗
字
必
称
義
務
令
』
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。

（
⓭
）
梶
野
伸
一
氏
調
査
。

（
⓮
）『
手
向
の
露
笹
一
節
』『
夢

帯
』
野
田
市
立
興
風
図
書
館
所
蔵
。

（
⓯
）
川
口
松
太
郎
『
鶴
八
鶴
次
郎
』（
河
出
書
房
、
一
九
五
五
年
）。

（
⓰
）「
府
下
八
品
商
現
員 

遊
芸
人
現
員
」（『
朝
野
新
聞
』
明
治
十
五
年
〈
一
八
八
二
〉
二

月
二
十
一
日
）。

（
⓱
）「
敦
賀
新
内
温
習
会
」（『
福
井
新
聞
』明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）十
一
月
二
十
九
日
）。

（
⓲
）「
た
け
ふ
菊
人
形
」（『
福
井
新
聞
』
昭
和
三
十
九
年
〈
一
九
六
四
〉
十
月
十
七
日
）。


